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57． 大震火災都市における復興計画に関する研究
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A 鋤 αロ血e   n献 don　P  g酬 肋 m 鯱 Big　F助 晦 ke
− Ca鴎 Studies　on 　K圃 敦）wn 　and 　Toyookatown　hl　K瓧a勾  Ea曲 qUake　i1　1S25一

O 越山 健治 （神戸大 ・院 ・自然科学）、室峙 益輝 （袖戸大 ・ 都市安全研究セ ン ター
）

　 K鋤 iKo藪1醇ama ：Gradua箆 S血 〕d　ofSdenoe 　and 「眠   o  y，働 e　U面 ．

　　　　　　　　　 Rdkkodai　1−1，Nadap  ，Kbbe　657“8501

　　　　　　　　　　　　e覗 a且：  k瑚 軸 ．ne 加

Y剛 伽 uM   副 d ：Researtih　CEnterlhr　Urban　Safety　and 　Security，Kbbe　U血 ．

　　　　　　　　　 Rdd 醐 1・1，Na己a一  ，Kbbe　657」8501

　　　　　　　　　　　e一皿 ad　：　皿 圃 pc蚰 gua αjp

M 鱒 曲 s   鳴 撫 d   mE 軸 andBig ｝iSre洫 Jap叫 a 竃d  Ψ P  噂 w 鯤 囮 d艶　at 　the　im

fZhis　paper　is　written　about 　Ihe　cases　efKinesald 　tm 　find 　Tcryooka　town 訊 雌 脱 d   K血 面恤 a 　Eartliqual［e 血

1925．丁丑鵬 e むwo 　plans　we 鱒e　made 　in止e　8a1 ロe　time，　but　thdlr　dla1Ed瓣 w 巳【e　v閃
r　d証ferent　eadL 　othe 【L　The

p血 洫 μ岨p血 ts　w α e 山 e 碑 皿 of   p【！ra血 n 　With　people　living洫 止 e 励 」電he　budget」hr　tl】e   s   u  n 〔だ

電he　t  鷹 an 己伽 ∋ urban 　planning　fOr　tbe　safl）琶y 鴫 a脚 面 噌．　We 　comparecl 　KinosaldplanningWithT（ryooka，飢 d

broughtoutthe　essence 回fTeCDnstrudionplanning．

Key　words 　： Reconstrueticm　Plaming，
　 Kinosaki，　 Toyook4　Big　Fire　by　E田元hq匸旧ke

1 ．研 究 の 背 景

　内外の 災害復興事例は、わが国の 都市計画及 び防災計画に

さ ま ざま な影響を与 えて い る 。 欧米に お ける ロ ン ドン 大火、
サ ン フ ラン シ ス コ 地震後の 各都市や、日本 にお け る函館大火、

第 2 次世 界 大 戦後 の 広 勘 な どに、災害復興計画の 先進 事例を

見 るこ とが で きる。阪神 ・淡路大震災後 の 災害復興 過 程 の 混

乱 を見 る につ け、こ れ らの 先進事例に学び、その教訓 を生 か

して 防災都市づ くりを進 め る必要を痛感 して い る。そ こで 本

研究 で は 、 わ が 国にお け る大 震火 災後の 復興計画事例 に焦点

を 当て、復興過程を明 らか に する とともに、今後の 災害復興

計画 へ の 教訓を導き出すこ とを目的 とす る 。

　本稿では、1925年に生 じた 北但馬地 震に よっ て大き な被害

を受けた城崎町 ・豊岡町 （現豊岡市）を取 り上 げる。こ の 箏

例を 取 り上 げた理 白は、  都市計画 史上 、歴史的に あ ま り 明

らか に な っ て い ない 事例 で あ る、  2 つ の 都市で 同時 に性格

の 異なる復興計画が 行われた、  地方の 小都市で 特徴の あ る

計画 が な されて い る 、 の 3点 であ る 。 この 2 都市の 比較検討

を行 うこ とで 復 興計 画 と都市復興過 程の 関係を よ り詳 し く分

析す る。

　研 究 方法は、文献 資 料 の 収集 ・当 時 の 新聞 記述 の 内容 把握

及び現地で の ヒ ア リン グに より得た情報 に より、復興計画、
復 興過 程の 分 析 ・考察 を行 っ てい る 。

2 ．大 震火 災事例に つ い て

　闃東大震災以降に発 生 した 大震火災事例 を列記 した もの が

豪 1 で ある。大震火災とは、地震の 震動に よる被害と共に火

災を発生 し被害を拡大 させ た もの で あ る 。 最 近 では 北海道 南

西沖地震 （1993）、阪神 ・淡路大震災 （1995） と相次い で 大

震火災 を 発 生 し て い る。地 震 以 外 の 都 市 大 火 が 酒 井 大 火

（1976）以来発生 して い ない こ とを考え ると，地 震火 災は 現

代都市にお い て危険性 の非常に高い 災害で ある とい える 。

裹 1　大震火災事例 （1923〜）

年代 地震名
焼失

家屋数
主な火災被害都市

1923 関東大震災 447，128 東京 ・横浜 市　他

1925 北但馬地震 1，164 城崎町 ・豊岡町

豆927 北丹 後地震 2、894 峰山町 他

且946 南海遘地震 2，598 新宮市

L948 福井地震 3β5L 複井市 ・丸岡町 他

19田 新潟地震 290 新潟市

L993 北海道南西沖地震 189 奥尻町

1995 兵距県南部地震 79608 神戸市
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3 ．北但馬 地震に つ い て

　北但馬 地震の 概要 は表 2 で ある。 特徴として はそれ まで 大

きな地震がほ とん ど記録されて い ない 場所で 生 じたこ と、地

震動被害の み ならず火災被害が大きか っ た こ と、極めて 限定

した 地域 （兵 庫県 北部 ） に被害が 集中 して い る こ と、 関東大

震災後ま もなく生 じた 災害で あ るこ と、が挙げられる。

4 ．城崎町 の 事例

4．1 城婚 町被害概要

　北 但馬地 震に よっ て 城崎町 は壊滅的な被害に あ っ た 。 死者

は 272人 （8．0％ ）、焼 失戸数 548戸 （78．6％ ）
1）で あっ た。

カ ッ コ 内は 地震前の 全数に対 する割合で ある。地震発生時刻

が昼食の 準備時で あっ た こ と、木造の高層建築が密集 して い

た こ と、都市形状上狭隘な道路網とな っ て い たこ とが火災被

害を 大 きく して い るa こ の 火 災に よ っ て 、 2 −3 時間 で 市街

地の ぼ ぼ全 面、約 10万   を焼失 した。

表 2　北但馬地靂の概 要
5｝

口時 　 　 1925年 （大正 14年）5月 23 目　午前 11時 10分頃

震源地　　兵庫県北部 　円山川河ロ 付近

地霞規模　M7．0 震度 6 ｛豊岡測候所観測）

被書数　　死者 570人 　全壊家屋数　1，　IM 戸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 焼失家屋 数　且，696戸

被害擬要　城崎町 。豊岡町 （現豊岡市）では、被害が 甚大』

　　　　 城崎町 では火 災被害に よっ て 町全 体が焼失。

4，2 城崎町復興計画概要

　 a．復興計画の 策定過程

　復興計画の 策定は 兵庫県土木部が中心となり行われた。城

崎 町 ・豊岡 町 の 計 画 に 関 して は 、 数人 の 県土 木技 師 が 道路計

画を中心 に 作成 して い る。城崎町 で は県 の 計画案 に対 し、多

くの 点で 変更 を求 め、町 の 意見 を 反映 させ た。最終的に は、
道路 ・河川幅や路線計画 は町の 計画 に 沿 っ た もの とな っ た。

城崎町 は計 画 策 定の 中で 、 町長 と数名 の 有職 者が チーム を組

んで 酔画 作成 の 先頭に 立 っ た と い わ れ て い る
！｝。

　 b．復興理念 （ス ロ ーガン ｝

　復興 に向けて 当時町 長の 西村佐兵衛氏が掲げた理念は 大き

く 2 点 で あ る 。 1 点 目は 「温泉復興」 で あ る e 当時の 新聞に

載せ られた コ メ ン トに よる と 「復 興策を 立て る考 えで ある が、
永久策と して は こ の 町 の 生命は 温泉で あるか ら復旧 を こ の 方

面に集中せ ねぼならぬ 」 「震災に よっ て 温 泉客 に 与 えた 恐怖

心 を取 り除き、同時に今後の 建物は耐震耐火的なもの とな し

再び こ う した 類 を繰 り返 さぬ 計 画 を樹 立せ ね ば な らぬ
。 亅

3，

と述ぺ て い る 。 町 長は 温 泉の 町 とい う旧 来 か らの 町 の 性格を

引き継ぎ、さらに 共同浴場を中心 とした防災計画 に よ っ て 訪

問客の 信頼を回 復 し客足 を 呼び戻す こ とが城崎町復興の 最善

策 と考え て い た a

　 2 点 目は 「教育の 復 興 亅 で あ る。町 長の 指示 に よ り地震か

ら 5 目後に は 小学校の グ ラン ドで授業 を再 開 して い る 。 こ こ

には、教育の で きるだ け早い 開始に よ っ て 子供たちを勇気づ

け、そ うする こ とに よ り大人た ち を励 ま し復興 へ の 意欲を沸

きだたせ る こ とに つ なが る とい う意図が あっ た と思われ る 。

　 こ の 2 つ の復 興 理念 に よ り、羅災 民 の 復興 意識を高め 、今

後 の 町 の 発 展す る方 向性を打ち出して い る。地震直後に明 確

で効果的な理念 を強 くア ピー
ル した こ とが、結果として 復興

事 業全体 に 非常に 好影響を与え たと考え られ る。

　 C ．住民 参加

　復興計画の 作成に あたっ て 町民大会が度々 開催 され た。第
1 回 目は 地震後約 3週 間後に 開かれ、今後の 町民代表となる

復 興委 員の 選出が 行われ ，ま た町長 か ら復 興 方針 お よ び 計画

が発表され議論され て い る。数十回 にわ た る 町 民大 会に よっ

て、 「全 地 主 が公 簿面積の 一
割を町 に無償提供す る亅　 「共同

浴 場再建 を中心 とし た温泉街の 復興を行 う亅 「県の 防火 建 築

写真 1　 城崎町の 焼跡 （中央は大翳川）

写真2　当時の新聞　T14．5 斟 （紳戸 

地区案に反対する亅 等が 全会
一

致を原則 と して決定 され、復

興 事業 を行 う上 で 中心 的な存在となっ た。
こ の よ うに 城崎町

の 復興計画 は住 民 参加型 の 計 画 で あっ た とい える．
　行 政 との 関係 を考えて み る と、町 が 全滅 し被害の 度 合 い が

どの 住民 もほぼ
一

定で あ る 、 住民 の 大半が 旅館業者で あ り利

害関係が一
致す る、旅館組合 とい う強固 な組織が 昔か ら形成

され てい た、等の 理 由で 合意形 成が行 い やすい 地盤 が あ っ た 。

　d．町 長の リーダーシ ッ プ

　城崎町独 自の 案を次々 と計画 し．事業と して 実行 で きたの

は 町長 の 強 力な リーダーシ ッ プ の もと、町 民 と
一

体 とな っ た

ま ち づ くりを行 っ た結果で ある．こ の 町長 の 創 造 力 ・行 動

力
・
熱意に よっ て 、国及び 県議会を動か し、町 民 を引っ 張 り、

城崎町 の 土台を 作 り上 げ るこ とが で きた。また町長 の 人 脈 を

通 じ、当時の 早稲田 大 学の 有職者 と強 い 関係 を持 ち、さ らに

中央政 府官 僚 等 の つ な が りに よ り、当時最新の 理 論 を取 り入

れ、積極的な都市防災計画をデザイ ン で きた こ と も復興計画

の 大きな特徹である。
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4．　3 城崎町復興計画の 内容

　 a ．共 同浴場の 復 旧

　城崎町 には震 災 前に 100 戸余 りの旅館が存在 したが、 ほ と

ん ど焼失 し て し ま っ た。共同浴 場 6 カ所もほ ぼ全滅状態で あ

っ た。共 同浴場の 復 1日は 多くの 中小旅 館 に とっ て 最も望 まれ

る もの で あ り、復興事業に お い て最優先された。

　町会と町 民 大会で 「同 じ場所に 同 様 に 共 同浴場を建設す

る」 方針が 決定 され、共同浴場はい ち早 く復1日した 。

一
の 湯

（写真 3） 、 曼陀羅湯 （写真 4）は 当時の 著名な建築家岡 田

信
一

郎氏 に よっ てデザイ ン され 、ま た防 災 上耐火 構造で 建 設

された。囲碁の 布 石 に も似た分散配置、耐火建築の 積極的採

用 、 最先端の 遮築デザイン へ の 志向など、城崎町 の ラン ドマ

ークであっ た共 同浴場は 地震後復興の シ ン ポル として の 役割

を果た すご と となう た
。

　b．区画整 理 と道路河川幅員拡張

　地震前の 城崎町 では 河川沿い 及 び駅 前通 りの 主要県道で さ

え約 2．7m の 狭 い 道路で あり、火災被害を拡大させ た 大きな

要因 とな っ た。 こ の た め道路計圃は、県道の 幅員拡張お よ び

道路 の 直角交 差 化を掲げ 、 区画 整理事業と相まっ て 行われた。

最も困難 とされ る 区画整理 が、町 民 の 協力で 比較的趾 画通 り

行われ たこ とで、路地裏の 道路も十分な幅 と直角交差が 可 能

とな り、震災以前 と比 較する と整然とした街区 が で きあが っ

た
“，

。 また 、 町 の 中央部を流れる大谿川は、毎年の ように 氾

濫をお こ して お り長年 の 懸念事項 であ っ た が、地 震後流域の

直線化 ・川 幅の 拡張、護岸の 嵩上げを行 い 、出水対策 と し て

太鼓橋が数カ 所 にか け られ た。この 改修 に よ り水害の 被害が

激減 し、町 の 防災力の 向上に寄与 した 。

　 こ うして 、拡張された道路と河川 によっ て町 の 中心に約 20
〜27m幅の 帯が 通り、こ れが防火帯の 役 目を果たし、さらに

各共同浴 場もこ の 道路沿 い に点在 し、 後に植樹 され た柳並 木
薊
を含め た、景観的に 非常に 優れた通りとなっ てい て、現 在

で も城崎町 を象徴する通 りとな っ て い る。
　 C，防火建築 の 設定

　兵庫県当局は、 「都市の 保安上最大の 脅威は何と言っ て も

火 災で あ りこ の 被害を軽減するた めに は ど うして もこ の 地 区

の 設定が 必 要 と な るの で 、両町百年の 計 と して …
」

η との 理

虫 で 、建築物に 対 す る防火地区 を決定 した 。 内 容 は 地 区の 建

築物 に対 して 制限を設け、　 「同地区内におい て 新築、改築、

増築、 移転な ど をす る 際は 耐火構造で な け れ ば な ら ない 」

「建 築前 に 役所 に届 け出をす る こ と亅　 「防 火構造の 建物 に対

し補助を行 う」
’
とい うもの で あっ た。

　 県原案では駅前、川沿い の県道沿い 及び町 役場周辺、一
の

湯付近を設定 してい たが 、 町 民 は 「景観を損ね、城崎の 風情

にそ ぐわ ない 」　「再建過程途中で あり、木造建築を再 び 鉄筋
にすると後戻りになる」 「補助金の 財源 に不 安亅 と猛反 対 を

した 。 結局 、 県は西村町畏にこ の 件を
一

任する とし、最終案

は主な公 共建築物と数戸の 商店
・
住戸で 防火建築地域を形成

する とい う形を取っ た。こ う して 東西 に細長 い 城 崎 町 を分 断

する ように防火建築群や防火 帯が設定され、町 はい くつ か の

地区に分割され た。また、区 画 整理 事業 を行 うこ とに よ っ て

数 カ所の 小 さな空地を設け、町 内に配置する とい っ た計 圃 も

なされ てお り、 同 時に 防災的な役割を果た して い る。

　 こ の よ うに、防火建築、小 空地 が木 造家 屋 群 の 中 に 効果的

に設 定 され て お り、町 の 景観を維持 しなが らも火災 の 拡大 阻

止の 役割を担っ て い る。

写真 4　曼陀羅湯 （昭和初期）
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5 ．豊岡町の 事例

5．1 豊岡町破害概要
s｝

　北但 馬地震 に よる豊岡町 の 被害は、死者 88 入 （鮒 全壊

家屋数 25了b
−
：焼失家屋数 1，031 戸 （全壊 ＋ 焼失で 59％｝

』
で

あ る 。 火 災は地震後すぐに数カ所か ら出火 したが、そ れらは

すぐに 鎮火 した。し か し夕方過 ぎに再 出火 し 、 倒壊 した木造

家屋 に燃 え広 が り大火 災 に なっ た。地 震火 災特有の 発生時間

の ずれが あっ た 事例で ある。火災が拡 大 した地 区 は 1日市街地

で あ り、県道を挟ん で 爾側に木造家屋が密集 し、地 区内の 道

路は狭 隘で袋小 路 にな っ て い た 。

5．2　豊 岡町 復興計画 概要

　 a ．復興理 念

　当時 の 町 長、伊知智氏 が掲げた復興方針は 大きく豕の 2点
で あっ た 。 1点 目は 「挙町

一
致亅 を説き、全町民の 協力を仰

い だ こ とで あ る。町 民に 対 し復興の ため に多少の 犠牲 を厭 わ

ず、町 全体の 復 興 に協 力 を要請 して お り、暗に 罹災民会等反

対運動を牽制 して い た。

　2 点目は、大規模な公共事業の 重視で ある。 町行政側 は、
不 況 と地震の影響で財政的に苦 しい 豊岡町の 状況を、公 共施

設中心 の 都市計面 事業 を促進 し 「大 豊岡」 の 建設をもっ て 切

り抜 け よ うと して い た。

　b．「大 豊岡計画亅

　大正 前期 の 好 況 期 に 、 豊 岡町 の さらなる発展の た め に大規

模 な都市 改造構想が町 執行部か ら打ち出 され た 。 主 な内 容は、
円 山川 の 改修 と鉄 道 の 敷 設 に 伴い 道路網を

一
新 し、 宅地 を新

規造成 し、街道ぞい の 旧市街地か ら駅 前通 りを新中心 市街地

と して計 画 す るこ とで あ っ た。こ の 計画は、シ カ ゴ の パ ーク

シ ス テ ム などの 都市計画技術を参考に して お り、挌子状の 道

路 網、地 区制の 導入 、壽公 園の ロ
ー

タ リー道路 、 シ ビ ッ クセ

ン タ
ー

な ど先進的なデザイ ン を用 い た大規 模な もの で あ っ た。
しか しなが ら、大正 後期 の 不況に よ っ て 町財政が圧迫され 、
さ らに こ の 計画事業に より町 民の 負担が増大する こ ととな り、
結局 は計画 の 縮 小 を余 儀 な くされた。また区画整理 は 「都市

計画法」 で は なく、 「耕地整理 法」 に準 じて行 われた た め、
東京

・
横浜の 復興計画の ような本格的な都市計画 事業とは な

らな かっ た。

　 C，住民 との対 立

　大規摸な都市改造に際し、町民は特 に区 画整理 事業にっ い

て 町 執行部と対立 して い た 。 地震後 に は 「復興区 面 整理組

合」 が組織され、町 執行部は復興計画 に よ っ て共 伺 の 受益者

とな る代わ りに 、地主に対 し土地の
一

割の 減歩 を要 求 した 。

しか し地主の強硬な反対にあい、結局土地の 買収に 予算の 大

半を費やすこ ととな り、道路計画な どの 実行 は困難 となっ た。
最終的に は組合 自体も解散、事業は 中止 す る事態 とな っ た 。

こ の 時点で 豊岡町 の 都市改造計 画は行き詰ま りを見せ ．旧市

街地周辺 の 整備も不 十 分な状況 の 中終 了 した。

5．3 豊岡町復興針画の 内容

　a．大豊岡計画の 継続

　地震当時の 豊岡町 は都市 改造事業の 途上 に あ り、火災地 区

に も区画整理事業 が行われ る 予定 とな っ て い た。地 震規模の

割に は 死者数が少ない 理由として、区画整理 事業がなされ て

い た地城で、道路が 緊急避難路及び遜難場所とな っ たこ と、
地震直後の 火災が消火で きた こ と、な どが 挙げ られる e　 「大

豊岡 計画亅 は、地 震 前 に すで に 財政面 で 厳 し い 状況 に陥 っ て

い た が、町 執行部は 復 興計 画 作成 に あ た り、地 震 後も事業は

計画通 り継続する事を決定 した。

　 b．道路整備

　 こ の 地震 で、火 災や 倒壊 な どの 大 きな被害を受けた 地 区の

多くは 旧市街地域 で 区画整 理 事業 が未 完了 の 所で あ っ た。こ

の ため、特に 火 災の 生 じた元町通 り周辺 の 道路整備 が、復 興

計画における緊急課題 となっ た 。

　地 震後 の 事 業 に よ り、元 町通りは直線化 され約 11m 幅 と

なっ た 。 ま た、駅前通 りは約 15m 幅 の 直線道路 とな り、こ の

2 本の 県道を主体に して 格子状道路が 市街地全域に敷 かれ た．
しか しなが ら．旧市街地付近 は住 民や寺院の 合意が得られず、
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区画 整理事業が とん挫すると同時に、十分な道路網の 構築が

なされぬ まま計画 は 終了 した。主 要 な道路 の 幅 も当初予 定 よ

りも大 幅な縮小が なされ てお り、計 画で 目指 した 全域 で の 格

子状の 道路網、2本の 大通 りの 実現は ならなか っ た。

　 C ．防火建築地区設定

　兵 庫県嫉嬉崎町 同 様
、

防 火 建築地 区の 設定を行 っ た。畢道

沿い の 建築物を防火建築とす る よ うに指定 し 、 建築に際 し補

助金を 出 した。こ の 防火建築設定は、家屋の 復興過程 で奚行

され、結果として県道 と防火建築群に よ り防火帯を形成した 。

こ れに よ っ て 2 本の 県道は近代的な洋風建築が立ち並ぷ通 り

とな り、この 防火帯に よ り豊岡町 は 大 きく4 つ の 地区に分割

され た。

6 ．城崎町 と豊岡町の 比較

  都市形態。
性格・被害状況の 違い

　城崎町 は、山間の 小 さな平地に生 まれ た元来温泉を 中心 と

した 接客業 の 町 で あ り、豊岡町 は 円山川沿い の 盆地に で きた

城下町 か ら発 展 した 杞柳工 業中心の 商工 業の 町 で あ る。地形

条件か ら見 る と、城崎町 は周 辺 が 山で あ り都市の 外枠が 固ま

っ て い るが、豊岡町は盆地 で あ り、当時周辺 に拡大傾向に あ

っ た 。
っ ま り、都市計画事業 を行う上 で 、 限 られた敷地 と自

然環境か ら大幅な都市改造が不可能で あっ た城崎町 と、周辺

が開 け新た な土地 の 開拓が容易で あっ た豊岡町 とで 計画の 自

由度 に隔た りがあっ た。 自由度が 限 られ て い る城崎町 で は 、
旧 来の 歴史 ・文化的な流れを継続 しつ つ 、防災的な嬰素を組

み込む こ とに成功 した とい えるだろ う。

　ま た、地饑 瞎 を考之て み る と城崎町 で は ほぼ全域 を壤失

し、町民全体が被害を受けて お り、復興に 対 し住民お よび行

政が立場を同
一

に してお り、合意形成が容易な環境 となっ て

い た 。 しか し 、 豊岡町では被害の 大 きい 地域 と小 さい 地域で

温 度差を生 じ、さらに 大豊岡計画の 影響で 全域の 都市計画が

復興 と併 せ て考 え られ たた め、被害 が小 さい 地域 の 町民 の 理

解を得る こ とが で きなか っ た。

  住民対話型 と対立型

　城崎町で は早 い 時期か ら町饑会 と町民の 鬪で 復興事業に関

して 話 し合い の 場が持たれ 、 十分な畿論を行い 町民に協力を

得 る こ とが で きる計画となっ た。豊岡町 で は地震前 か らの 地

主運動を牽制 し、官主導の 立 場 とっ て積極的に 計画 を行 う姿

勢を貫い ており、町民 との 対立が深まっ て い っ た 。 そ の た め、
地震被害が 大きか っ た地城に 関 して も、 区画整理が未完成 で

事業を終了 する結果 となり、十分な防災まちづ くりが逮成 で

きなか っ た ． こ の よ うに住民 と行政の 合意形成 の 結果に違 い

が 現れて い る。

  都市計画上の 目的性の 違い

　復興計画作成は 兵庫県が行っ てお り、 両町 ともほぼ同様 の

基 本計圃案が出 され た。しか し城崎町で は 復興針画 の 中で 町

の 防災対策に最も重点 を置い て お り．そ れ が 町の 復興に つ な

がるとい う意識があっ た。豊岡町 は、復興計画は大規模な都

市改造の 継続的事業で あり、こ の 都市改造の 完成が 復興の 目

標 とな っ て い た 。 前者 が限 られ た面 積で 小規模なが ら綿密 に

計画 され た 防災ま ちづ く りを行っ た 例 で あ り、後 者は 復 興事

業を大規模な公 共 工 事中心の 都市改造事業 とと らえた 例で あ

り、町 の 姿勢の 違い が事業の 進展に影響 したとい え る。

  復興資金につ い て

　同 じ兵庫県下で 分配が行わ れて い るが、被害状況に対 し て

城崎町 の 方 が有利な 配分で あ っ た。こ れ に は 多分に 政治的な

地盤 の 影響が強 くで て お り、当時政権を握 っ て い た憲政党の

有力議員の 地盤で あっ た城崎町 と、対立政党の 基盤 で あっ た

豊岡町 との 差が 表れ て い る と思わ れ る．ま た、城崎町 は 当時

文化人が 多数肪れて お り、時の 内閣
一
行と西村町 長との 親交

も深か っ た とい われ 、資金援助の 面 で も関 係 して い る と思 わ

れる。
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7．ま とめ

　城崎町の 復興計睡は、旅 館業中心 の 町 とい う特徴が あるが、
町 会 と町 民 の 協力、町長の リーダーシ ッ プ、明 確なス ロ ーガ

ン 、不燃建築群に よ る防火 帯 の 形 成な ど、復興計画事業 と し

て 優れて い るだ けで なく、自然環境と調和 し 旧来の 町 の 性格

を継続 した計画 で都市景観的に も非常に優れて い る。 住民参

加 が重要な課題 とな り、コ ミュ ニ テ ィ
ー単位で の 復興計画が

必 要 と され てい る現代 にお い て も、教訓となる事柄が 多い 事
例である 。

　豊岡町は、都市趾画で
一

定の 成果が 見 られ た が、地震 後、
特 に火災 地域で の 区画 彊理が 中途終了 し、防災的な視点か ら

見 る と十分 とは い えない 結果 となっ た 。
こ れ は住民 との 対立

に よ っ て 、当初の 計爾か ら変更 ・縮小 を余儀なく され た こ と

が影響 して い る。

　 こ の 2 っ の 事例は同時期、同種の 復興趾画事業なが ら、そ

の 都市の 性格 ・当時の 状況 が強く表れてお り、しか も時代背

景 を考え る と、大正 デモ ク ラシ ーが
一

定の 広が りをみ せ 、 民

主 主義 の 動 きが 非常に活発な時期で あり、双方とも復興計画

作成、事業進行に民 衆の カが大き な影響を与 えて い る。

　現代の 復興計画にお い て も、都市を デザイ ン する場合に、
どれ だ け 防災性を 考慮 し、さらに 住民を説得する だけの 材科
を持 っ て い るか が 大きな要因に な ると思わ れる。 城崎町の 復

興計 画 事 業 は、住民の 合意形成過程及 び合意に 至 る条件の 優

位性が明確 であ り、そ こに秀逸な都市デザイ ン が生か され た

希有な事例で あろ うe

〈 注釈 ＞　1）口本被 害地震紛攬〔1987），東京大学出版会

　 　 　　 　 北但震災詰 （1926》，兵庫県　よ り

　 　 　　 2）現地 ヒア リン グによる

　　　　 3）神戸新聞 （1925．6）にお け る配述 より

　　　　 4）石 田手記 （当時の 旅館 1まんだ らや 」 主 人、石 日 松太

　　　　　郎氏の 手 記、後に城崎町畏〕の 配述に基 づ く

　　　　 5）昭和 ？ 年に本田 静六 氏 （当時東京大学名誉教授）の ア

　 　 　　 　 ドバ イス を もとにおこなっ た といわれ てい る

　　　　 6）北倶震災誌の 城崎町復 興 計画 を もとに 作成

　 　 　　 7）北但震災誌における記述 より

　　　　 8）乙丑震災誌（1942），兵庫県城崎豊岡町役場　より

　　　　 9）豊岡復興誌（1936）， 但馬新報仕　より抜粋

く そ の 他の参考文献〉

　　　　城崎町 史（19SO），城崎町

　　　　 豊岡市史（198n，登岡市

　　　　城崎町消防年表（1974），城碕町 消 防本部

　　　　 城崎町年表史（1967），城崎町温 泉課

　　　　 城崎物蹈｛1990）， 神戸 新聞社但馬 紐局

　　　　　　　　　　　　　　　　　」

匝 ］［動 ［壅］
　　　　　　　呈
區亟］［亟 ］都市計画技術

　　↓

↓
區 ］　 ［亟 ］

防災デザ イ ン ↓　 ↓ 復興資金

国
号

復 興 計 画 ・ 事 業

図 5　北 但 馬地震に おける復興計画 ・事業までの構成要素
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